
（裏面に続く） 

 

第７回 大学評価研究所「公開研究会」開催要領 

大学が示す教育成果の社会的評価 

 

１．目的と概要 

2020 年に中央教育審議会大学分科会が出した「教学マネジメント指針」には、「卒業生に対す

る評価」や「卒業生からの評価」といった言葉が登場します。それらは、各大学が収集する情報

の例として挙げられており、教育マネジメントを確立するうえで重視されています。従来、大学

で学んだ知識や身に付けた能力と就職後に求められる能力や入社後の業務との結びつきが弱いと

も言われてきた我が国ですが、この「教学マネジメント指針」の例に見られるように、大学教育

と社会の関係、大学の教育成果に対する社会の評価といったことがますます問われるようになっ

ているのが、現在の状況と言えましょう。 

これまで、大学評価研究所では「達成度評価に関する調査研究」など、大学教育のもたらす成

果についてたびたびアプローチしてまいりました。しかし、社会の側にいったん目を移してそこ

から大学教育を逆照射することは少なかったと言えます。大学の教育成果を巡って社会との関係

がより問われるようになった今、大学を含めた社会全体として「大学が示す教育成果の社会的評

価」に考察を加えることは大いに意義があることでしょう。 

そこで今回は、当研究所紀要『大学評価研究』第 21号における同趣旨の特集を踏まえ、そこに

ご寄稿いただいた方から２名をお招きして研究会を催します。研究発表として、社会の側、そし

て雇用者や卒業生からの評価を踏まえた大学の側の双方から話題提供を受け、そしてディスカッ

ションをしていきます。この機会を通じて関係者が考えを深めていくきっかけになればと考えま

す。 

 

２．開催日時・形態・プログラム 

※敬称略   

日   時 令和４年 12月 20日（火）14：00-16：00 

開 催 形 態 オンライン開催（Zoom） 

プログラム 

14：00-14：05 開会あいさつ 

14：05-14：35 
研究発表①  

遠藤 信博（日本電気株式会社 特別顧問） 

14：35-15：05 
研究発表② 

細川 敏幸（北海道大学名誉教授、元大学 IRコンソーシアム理事） 

15：05-16：00 

パネルディスカッション 

登壇者：モデレーター：堀井 祐介（金沢大学教学マネジメントセンター教授）

パネリスト：研究発表２名    

 

 



 

３．対象者 

正会員大学、正会員短期大学及び賛助会員大学の教職員 

 

４．定員 

400名 

 

５．申込方法・期間 

本協会ウェブページ（https://www.juaa.or.jp/）の「会員共通ページ」にあります「NEWS 会

員お知らせ」に掲載の本件に関する案内よりお申し込みください。 

※ 今回ご提供いただく各種個人情報につきましては、本研究会の運営のためにのみ使用し、

それ以外の目的では一切使用しません。 

 

申込期限：12月 13 日（火） 

※ 定員になり次第締め切ります。 

 

６．Zoomによる配信について 

・Zoom Webinar を使用します。参加者には、前日までに、参加申込時のメールアドレスにＵＲＬ

等の詳細をお送りいたします。 

・映像は本協会の記録のために録画いたします。 

・ご自身での映像の録画や画面のスクリーンショット及び録音はご遠慮ください。 

 

７．参加費 

・参加は無料です。 

 

８．その他 

・研究会の終了後、当日の資料を会員専用ページに掲載する予定です。また、動画も同ページで

公開します。 

以 上 

 

（連絡先） 

公益財団法人 大学基準協会 

評価研究部 企画・調査研究課（担当：大島、松口） 

〒162－0842 東京都新宿区市谷砂土原町２－７－13 

TEL：03－6228－1315  FAX：03－3260－3667 

E-mail：kenkyu@juaa.or.jp 

 


